
滋賀県（感染症対策課）

新型コロナウイルスワクチン接種の推進について
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資料１未定稿（今後、状況の変化に応じて、内容変更の可能性があります。）
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医療従事者等への接種

高齢者（65歳以上）への接種

基礎疾患を有する者への接種

上記以外の者
ワクチンの供給量等を踏まえ順次接種

接 種 順 位

高齢者施設等の従事者、60歳～64歳への接種

ワクチン接種の体制

接種体制の基本設計

〇国の指示のもと、県の協力により、市町に置いて予防接種を実施

〇原則、居住地の市町村で実施

〇接種会場は、医療機関や市町村設置会場等

3月5日から
接種開始

4月5日の週から
ワクチン配布
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基本型接種施設国内倉庫
（※ディープフリーザー）

連携型接種施設
冷凍での配送 冷蔵での配送

医療従事者等へのワクチン接種

〇ディープフリーザーを設置
〇連携型接種施設にワクチンを配分

〇冷蔵庫（2～8℃）でワクチンを保管
〇基本型接種施設にワクチンの配分を受ける

１ 医療従事者等への接種体制

２ 医療従事者等の接種予定者

接種予定者数 ４５，５１４人

※医療従事者等に対するワクチン接種に関する調査 1月8日～3月2日

※ディープフリーザーは、6月までに計108台配備される予定

【医療従事者等とは】

病院、診療所において新型コロナウイル
ス感染症患者に頻繁に接する機会のあ
る医師、その他の職員等

※ディープフリーザー（超低温冷凍庫）

1000人超に接種 概ね100人以上を接種

ファイザー社製ワクチン
の保管に必要な温度で
ある-75℃に対応する超
低温冷凍庫
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３ ワクチンの配送スケジュール

３月 ５日 ・・・・・・・・・５箱・・・・・

３月１１日 ・・・・・・・・・５箱・・・・・

３月２６日 ・・・・・・・・・２箱・・・・・

４月 １日 ・・・・・・・・・２箱・・・・・

４月１２日の週・・・・・・・ １２箱

４月１９日の週・・・・・・・ １２箱

１箱＝195バイアル
１バイアルは5回分、1人2回接種で算出

１９５ﾊﾞｲｱﾙ×５回分＝９７５回接種分
９７５回接種 ÷２回≒４８７人分

大津赤十字病院、済生会滋賀県病院、公立甲賀病院
近江八幡市立総合医療センター、彦根市立病院

大津赤十字病院、琵琶湖大橋病院、滋賀県立総合病院

長浜赤十字病院、高島市民病院

滋賀医科大学医学部付属病院、近江草津徳洲会病院

市立野洲病院、済生会守山市民病院

予定

※３月５日から施設の職員を始めとして、接種が実施されている。

※４月１２日の週から６回接種可能な注射器等を配布。
※５月１０日の週には医療従事者等の2回分の接種可能な量を出荷予定

【1箱あたりの接種回数と人数】

第１弾

第２弾

第３弾

医療従事者等へのワクチン接種

【完了予定】
4月末 13,500人 （30％）
5月末 36,000人 (80％）
6月中旬 接種完了
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基本型接種施設国内倉庫
（ディープフリーザー）

サテライト型接種施設
冷凍での配送 冷蔵での配送

住民へのワクチン接種

１ 住民への接種体制

２ 接種の流れ

（病院、診療所、特設会場、
高齢者施設等）

〇接種券
〇予診票等

接種会場

（病院、診療所、特設会場、高齢者施設等）

予
診
票
確
認

予
診
（
医
師
）

接

種

接
種
済
証
の
交
付

状
態
観
察

（病院、診療所、特設会場、
高齢者施設等）

住民とは、医療従事者等以外のものをいう。
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住民へのワクチン接種

３ 高齢者向けワクチンの配送スケジュール

４月 ５日の週・・・・・・・・・２箱

４月１２日の週・・・・・・・・・５箱

４月１９日の週・・・・・・・・・５箱

４月２６日の週・・・・・・・・１９箱

※６回接種可能な注射器等は目途がついた段階で切り替える

令和３年３月１２日、２６日 厚生労働省事務連絡

予定

４月２６日の週および５月３日の週 全国に４０００箱 高齢者人口に応じた配分

5月10日の週および5月17日の週 全国に１００００箱

6月末までに全ての高齢者に２回接種できる数量を出荷

ワクチン接種円滑化シ
ステムに入力される納
入希望量に応じて国は
出荷予定

全市町に配分することを基本に、各
市町の高齢者比率に応じて配分

各市町に１箱配分
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住民へのワクチン接種

４ ４月５日の週から１９日の週の配分の考え方（２２箱）

〇３月３日 担当課長会議
・・・県の考えを示す

「全市町に配分することを基本に、
各市町の高齢者比率に応じて配分」

県の考えに対する市町の意見および
配送希望時期を伺う

〇３月４日 市町へ意向調査

〇３月８日 市町へ決定通知

市町の希望を反映し、配分量、配分
時期を決める

５ 今後の配分について

国からの配分量、市町の需要状況などを勘案し、
市町へのワクチン配分量を決定していく。

（１バイアル：５回分で算出）

配送数 配送後の各圏域での調整

箱数 市町での小分け調整
調整後の
バイアル数

調整後の回数
4月5日
の週

4月12日
の週

4月19日
の週

大津市 91,670 5 なし 975 4,875 1 2 2

草津市 30,450 2 なし 390 1,950 1 1

守山市 18,425 1 なし 195 975 1

栗東市 13,147 1 なし 195 975 1

野洲市 13,127 1 なし 195 975 1

甲賀市 25,132 1 湖南市から受け取り 245 1,225 1

湖南市 13,486 1 甲賀市へ50バイアル小分け 145 725 1

東近江市 30,527 2 なし 390 1,950 1 1

近江八幡市 22,691 2
日野町へ70バイアル小分け
竜王町へ40バイアル小分け 280 1,400 2

日野町 6,379 近江八幡市から受け取り 70 350

竜王町 3,362 近江八幡市から受け取り 40 200

彦根市 28,582 2

愛荘町へ50バイアル小分け
豊郷町へ20バイアル小分け
甲良町へ20バイアル小分け
多賀町へ30バイアル小分け

270 1,350 2

愛荘町 4,759 彦根市から受け取り 50 250

豊郷町 2,086 彦根市から受け取り 20 100

甲良町 2,135 彦根市から受け取り 20 100

多賀町 2,495 彦根市から受け取り 30 150

長浜市 32,560 2 なし 390 1,950 1 1

米原市 11,107 1 なし 195 975 1

高島市 16,768 1 なし 195 975 1

368,888 22 4,290 21,450 2 10 10

※人口（令和３年１月１日時点人口動態調査による） 　÷　２回　≒　約　11,000人分

市町 65歳以上（人）

市町への配分 配送週および箱数

市町への配分および配送数等
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県の取組状況

１ 保健医療圏ごとに担当者を配置しバックアップ体制を構築

大津市 高島市

草津市
守山市
栗東市
野洲市

甲賀市
湖南市

近江八幡市

東近江市
日野町
竜王町

彦根市
愛荘町
豊郷町
甲良町
多賀町

長浜市
米原市

密に連携をとれる体制を構築

市 町 ご と の 担 当 者

厚 生 労 働 省
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都道府県

被接種者

協力依頼

相談等

受診、相談

回答、受診

のお勧め

接種医

かかりつけ医
紹介

専門的な

医療機関

相談窓口等

県の取組状況

専門的な医療機関に
関する情報提供

開設日 ３月１日～
受付時間 毎日 ９:００～１７:００（土日、祝日含む）
受付内容 副反応など、医学的見地が必要な専門的な内容
相談体制 ５名（看護師４名、薬剤師１名）

滋賀県コールセンター

２ 専門的相談体制の確保（コールセンター）

まずは、接種を受けた医療機関や
かかりつけ医に等に受診を促す

診療の上、更なる対応が必要な場
合、専門的な医療機関を紹介

ワクチン接種後の副
反応等に対応する
医療体制の確保
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県の取組状況

３ 令和２年度 テレビCM（３月１７日～３１日）

①

④②

③

〇 令和３年度においても、幅広く広報を展開していく

県
民
に
安
心
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
て
も
ら
う
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意見交換

〇接種券の発送状況

〇特設会場でのワクチン接種の取組状況

〇高齢者施設等でのワクチン接種の取組状況

〇 市町の取組状況
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意見交換

〇 市町の課題

〇国からのワクチンの供給について

〇医師、看護師の確保の状況


